
管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0001

　ＡＣアダプター付近から出火して周
辺を焼損し、１人が軽傷を負った。

　詳細な状況が不明のため事故原因の特定は
できなかったが、当該製品の栓刃部に水分等
が付着したことによりトラッキング現象が生
じて出火に至ったものと考えられ、製品に起
因しない事故と推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-0578

テ
キ
ス
ト
2

2021/04/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ＡＣアダプター（携帯電話
用）

使用期間：約５か月

 
消防機関

（受付:2021/05/25）

( F2 )( 軽傷 )

　携帯電話機（スマートフォン）を充
電中、ＡＣアダプターから発煙した。

　基板上の部品が異常発熱して発煙したもの
と考えられるが、詳細な使用状況等が不明で
あり、原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2021-3007

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 ＡＣアダプター（携帯電話
用）

使用期間：約３年４か月

 
消防機関

（受付:2022/03/17）

( G1 )( 製品破損 )

　充電中のイヤホン用充電ケース付近
から異臭がして火が出て、焼損した。

　付属の充電ケース内の電池セルが異常発熱
して焼損したものと考えられるが、焼損が著
しく、詳細な使用状況等が不明であり、原因
の特定はできなかった。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2021-0049

テ
キ
ス
ト
2

2021/03/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 イヤホン（コードレス式、リ
チウムイオンバッテリー内
蔵）

使用期間：約２年

 
輸入事業者

（受付:2021/04/08）

( G1 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入したイヤホン用充
電ケースを充電中、ＵＳＢ変換ケーブ
ル付近から出火し、周辺を焼損した。

　付属の充電ケースとＵＳＢ変換ケーブルと
の接続部で短絡が生じたため、ケーブルの一
部が異常発熱し、焼損したものと推定される
が、短絡が生じた原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2021-2804

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 イヤホン（コードレス式、リ
チウムイオンバッテリー内
蔵）

不明

不明

使用期間：１回

 
消防機関

（受付:2022/02/03）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0002

　インターホンの基板が故障した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2527

テ
キ
ス
ト
2

2019/09/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2528

テ
キ
ス
ト
2

2020/06/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから火花が出た。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2529

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 インターホン

VL-MV25K

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから発煙した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2530

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0003

　インターホンから異音がして、発煙
した。

　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2531

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンの基板が焦げた。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2532

テ
キ
ス
ト
2

2021/04/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 インターホン

VL-MV25K

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2533

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 インターホン

VL-MV18K

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンの基板が焦げた。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2534

テ
キ
ス
ト
2

2021/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0004

　インターホンから発煙した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2535

テ
キ
ス
ト
2

2021/07/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから発煙した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2536

テ
キ
ス
ト
2

2021/07/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2537

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がし、故障し
た。

　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2538

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0005

　インターホンから火花が出た。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2539

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから発煙した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2540

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

大分県

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異臭がした。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2541

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンから異音がして、発煙
した。

　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2542

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0006

　インターホンから発煙した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2543

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 インターホン

VL-MV25K

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンが焦げ、故障した。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2544

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンの基板が焦げた。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2545

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　インターホンが故障し、異臭がし
た。

　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2546

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 インターホン

VL-MV25X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0007

　インターホンの基板が焦げた。 　基板上にあるコイル部品の樹脂において、
本来の仕様とは異なる難燃剤（保護被膜の施
されていない赤リン）が使用されていたた
め、湿度の影響でリン酸が生じて基板の絶縁
性能が低下し、銅箔パターンとコイルのリー
ド端子間で短絡して焼損したものと推定され
る。

　輸入事業者は、２０２１年１２月１日付
けでホームページに社告を掲載し、無償で
点検及び室内側モニター親機の交換を行っ
ている。また、２０２２年８月２日より対
象範囲を拡大している。

 2021-2547

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 インターホン

VL-MV20X

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸｽ(株)(現 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ&ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ(株))

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/12/14）

( A3 )( 製品破損 )

　使用中のエアコンから出火し、周辺
を焼損した。

　施工業者が電源コードを途中で別のコード
と手より接続したため、接続部で接触不良が
生じて異常発熱し、発火したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書及び据付工事説明書に
は、「電源コードを加工しない。火災の原因
になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2021-2942

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 エアコン

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/03/02）

( D1 )( 拡大被害 )

　エアコン室外機付近から出火し、周
辺を焼損した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-2681

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 エアコン室外機

使用期間：約５か月

 
輸入事業者

（受付:2022/01/12）

( F2 )( 拡大被害 )

　エアコン室外機付近から出火し、周
辺を焼損した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-0022

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 エアコン室外機

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/04/08）

( F2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0008

　ガス漏れ警報器のケースが煤け、変
形していた。

　ガス事業者が事故品を台所床面の水等のか
かりやすい位置に設置したため、内部に液体
が浸入して基板上で短絡が生じ、焼損したも
のと推定される。
　なお、取扱・施工説明書には、「警報器の
上に煮こぼれ、水、油などが落ちるところ
や、水のかかる場所に設置しない。」旨、記
載されている。

　製造事業者は、ガス事業者の設置不良に
よる事故であるため、措置はとらなかっ
た。
　なお、取扱・施工説明書に「床置きしな
い。」旨、追加することとした。

 2021-2907

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガス漏れ警報器

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/02/24）

( D1 )( 製品破損 )

　充電中のスピーカー付近から発煙
し、焼損した。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して焼
損したものと考えられるが、電池セルの焼損
が著しく、詳細な使用状況等が不明であり、
原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2019-2094

テ
キ
ス
ト
2

2020/01/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 スピーカー（充電式）

使用期間：不　明

 
消費者センター

（受付:2020/01/30）

( G1 )( 製品破損 )

　充電中のタブレット端末付近から異
音がして発煙し、周辺を焼損した。

　内部にねじが混入したため、リチウムイオ
ン電池セルにネジが刺さり、内部短絡が生じ
て異常発熱し、焼損したものと考えられる
が、ねじが混入した原因が不明であり、原因
の特定はできなかった。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2021-2768

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 タブレット端末

使用期間：約３か月

 
消費者センター

（受付:2022/01/27）

( G1 )( 拡大被害 )

　使用中のノートパソコンから火が出
て、焼損した。

　ヒンジ部の液晶用内部配線が短絡して異常
発熱し、発煙したものと推定されるが、短絡
した原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であり、
拡大被害に至っていないことから、措置は
とらなかった。

 2021-0665

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ノートパソコン

HP ENVY x360 Convert13-ay

（株）日本ＨＰ

使用期間：約２か月３回

 
国の行政機関

（受付:2021/06/09）

( G3 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0009

　パソコンの電源ユニット付近から発
煙した。

　電源ユニットのＤＣ１２Ｖ出力回路部に不
具合が生じたため、異常発熱して焼損したも
のと推定されるが、不具合が生じた原因の特
定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、当該製品は既に販売を終了してい
る。

 2020-0194

テ
キ
ス
ト
2

2020/03/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 パソコン

PRECISION T3500

デル（株）

使用期間：約７年８か月

 
輸入事業者

（受付:2020/05/14）

( G3 )( 製品破損 )

　使用中のヘアアイロンの先端部分が
熱くなり首元に当たって火傷しそうに
なった。

　事故品先端の高温部が首元に触れたため、
火傷しそうになったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「使用中、ブラシ
部などが熱くなる。火傷に注意する。」旨、
記載されていたが、先端部が高温になること
を認識させるには不十分だったことも影響し
たものと推定される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故と
みているため、措置はとらなかった。

 2020-1467

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ヘアアイロン

KHR-6500

小泉成器（株）

使用期間：約２回

 
消費者センター

（受付:2021/01/21）

( B4 )( 被害なし )

　充電中のヘアアイロンが破裂し、周
辺を焼損した。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して焼
損したものと推定されるが、電池セルの焼損
が著しく、異常発熱が生じた原因の特定はで
きなかった。

　輸入事業者は、２０２２年１月１９日付
けでホームページに社告を掲載し、対象
ロット品に搭載のバッテリーの回収及び無
償交換を実施している。

 2020-1243

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ヘアアイロン（充電式）

MHPS-2070-K（モッズ・ヘアブ
ランド）

（株）ゼリックコーポレーショ
ン

使用期間：約６か月

 
輸入事業者

（受付:2020/12/09）

( G3 )( 拡大被害 )

　充電中のヘアアイロンが破裂し、周
辺を焼損した。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して焼
損したものと推定されるが、電池セルの焼損
が著しく、異常発熱が生じた原因の特定はで
きなかった。

　輸入事業者は、２０２２年１月１９日付
けでホームページに社告を掲載し、対象
ロット品に搭載のバッテリーの回収及び無
償交換を実施している。

 2021-1670

テ
キ
ス
ト
2

2021/10/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 ヘアアイロン（充電式）

MHPS-2070-K（モッズ・ヘアブ
ランド）

（株）ゼリックコーポレーショ
ン

使用期間：約１年９か月

 
輸入事業者

（受付:2021/10/20）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0010

　ネット通販で購入したポータブル電
源を使用中、ポータブル電源付近から
火が出た。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　ネット通販で海外事業者から購入（個人
輸入）したものであり、輸入事業者が存在
していないため、措置はとれなかった。

 2021-2973

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

富山県

 ポータブル電源（リチウムイ
オンバッテリー）

SYD-N008

不明

使用期間：約１か月５日

 
販売事業者

（受付:2022/03/09）

( G3 )( 製品破損 )

　換気扇付近から出火し、周辺を焼損
した。

　事故品の確認できた電気部品に出火の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、全て
の電気部品を確認できなかったことから、原
因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明のため、措置はとれ
なかった。

 2021-2916

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 換気扇

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/02/25）

( G1 )( 拡大被害 )

　照明器具から火が出て、コネクター
部を焼損した。

　ケーブルを接続するコネクター内部の接続
部が短く、また、コネクターは嵌合力のみで
接続されてロック機構がなく、コネクターの
嵌合強度が不十分な構造であったため、コネ
クターの接続が緩んだ際、接続部で接触不良
が生じて異常発熱し、焼損したものと推定さ
れる。

　輸入事業者は、２０２１年２月８日付け
でホームページに社告を掲載するととも
に、連絡先が判明している購入者に連絡
し、製品の回収及び返金を行っている。

 2020-1607

テ
キ
ス
ト
2

2021/02/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ＬＥＤ）

D0500022

（株）ナカムラ

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2021/02/16）

( A1 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入した照明器具を取
り付けようとしたところ、取付金具で
手に擦過傷を負った。

　取付金具に付着していた金属片で手に怪我
を負ったものと推定されるが、事故品が確認
できず、金属片が付着した原因の特定はでき
なかった。

　輸入事業者の協力を得られず、措置はと
れなかった。

 2021-0389

テ
キ
ス
ト
2

2021/04/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（センサーライト、
ＬＥＤ）

使用期間：約１日

 
消費者センター

（受付:2021/05/10）

( G1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0011

　照明器具の一部が焦げた。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2020-1739

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92344WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/03/09）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0391

テ
キ
ス
ト
2

2018/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91940WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0392

テ
キ
ス
ト
2

2018/06/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91940AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0393

テ
キ
ス
ト
2

2018/08/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92209WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0012

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0394

テ
キ
ス
ト
2

2018/09/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92431WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0395

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92431WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0396

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91938WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0397

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91935NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0013

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0398

テ
キ
ス
ト
2

2019/03/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91940WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0399

テ
キ
ス
ト
2

2019/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91937NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0400

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91934AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0401

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91935WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0014

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0402

テ
キ
ス
ト
2

2019/05/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92431WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0403

テ
キ
ス
ト
2

2020/10/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91939WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0404

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91938WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0405

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91939WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0015

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0406

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91939WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0407

テ
キ
ス
ト
2

2018/12/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91934WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0408

テ
キ
ス
ト
2

2019/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91935NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0409

テ
キ
ス
ト
2

2019/01/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92209WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0016

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0410

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91938WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0411

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91938WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0412

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-91935NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0413

テ
キ
ス
ト
2

2017/07/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

鳥取県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92345WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0017

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0414

テ
キ
ス
ト
2

2017/10/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮崎県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0415

テ
キ
ス
ト
2

2019/11/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮崎県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0416

テ
キ
ス
ト
2

2017/12/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0417

テ
キ
ス
ト
2

2018/04/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0018

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0418

テ
キ
ス
ト
2

2018/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92345NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0419

テ
キ
ス
ト
2

2018/07/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0420

テ
キ
ス
ト
2

2018/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92206WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0421

テ
キ
ス
ト
2

2018/09/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92429WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0019

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0422

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0423

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0424

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0425

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0020

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0426

テ
キ
ス
ト
2

2018/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0427

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92347WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0428

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

岩手県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92345NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0429

テ
キ
ス
ト
2

2018/11/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0021

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0430

テ
キ
ス
ト
2

2018/12/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0431

テ
キ
ス
ト
2

2018/12/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0432

テ
キ
ス
ト
2

2019/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92306WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0433

テ
キ
ス
ト
2

2019/02/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0022

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0434

テ
キ
ス
ト
2

2019/03/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0435

テ
キ
ス
ト
2

2018/09/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0436

テ
キ
ス
ト
2

2019/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0437

テ
キ
ス
ト
2

2019/04/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0023

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0438

テ
キ
ス
ト
2

2019/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0439

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0440

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0441

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0024

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0442

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

沖縄県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92306AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0443

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0444

テ
キ
ス
ト
2

2019/06/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

山梨県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92346WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0445

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

高知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0025

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0446

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0447

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0448

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0449

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92346WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0026

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0450

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0451

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0452

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0453

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0027

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0454

テ
キ
ス
ト
2

2019/12/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0455

テ
キ
ス
ト
2

2020/01/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0456

テ
キ
ス
ト
2

2019/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92306WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0457

テ
キ
ス
ト
2

2020/01/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0028

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0458

テ
キ
ス
ト
2

2020/02/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0459

テ
キ
ス
ト
2

2020/02/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0460

テ
キ
ス
ト
2

2020/03/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0461

テ
キ
ス
ト
2

2020/04/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0029

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0462

テ
キ
ス
ト
2

2020/04/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0463

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92345NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0464

テ
キ
ス
ト
2

2020/06/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92312AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0465

テ
キ
ス
ト
2

2020/06/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0030

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0466

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92347NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0467

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0468

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92310WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0469

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0031

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0470

テ
キ
ス
ト
2

2020/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0471

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0472

テ
キ
ス
ト
2

2020/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92312WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0473

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0032

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0474

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305YW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0475

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0476

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0477

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0033

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0478

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92306WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0479

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0480

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92346WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0481

テ
キ
ス
ト
2

2020/06/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92205WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0034

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0482

テ
キ
ス
ト
2

2018/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0483

テ
キ
ス
ト
2

2019/04/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0484

テ
キ
ス
ト
2

2019/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305YW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0485

テ
キ
ス
ト
2

2020/02/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92309WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0035

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0486

テ
キ
ス
ト
2

2020/03/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0487

テ
キ
ス
ト
2

2020/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0488

テ
キ
ス
ト
2

2020/05/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92341WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0489

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92205WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0036

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0490

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

福島県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92345WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0491

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92305AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融し、機器内
部の一部が焼損した。

　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したことで、レンズの透過率が仕様の値
より低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融
したことに加え、内部の温度が上昇した影響
でＬＥＤ基板の電極と接続端子とが接触不良
となり、焼損したものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0492

テ
キ
ス
ト
2

2020/10/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92430WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0493

テ
キ
ス
ト
2

2020/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92306WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/05/11）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0037

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-0633

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92343AW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/06/01）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-1204

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342WW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/09/02）

( A2 )( 製品破損 )

　照明器具のレンズが溶融した。 　レンズの製造工程で仕様とは異なる材料が
混入したため、レンズの透過率が仕様の値よ
り低いものとなり、レンズが蓄熱して溶融し
たものと推定される。

　ブランド事業者は、２０２１年８月１７
日付けで社告を行い、販売先等に情報を周
知し、対象製品の点検及び無償交換を実施
している。

 2021-1338

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 照明器具（ダウンライト、Ｌ
ＥＤ）

LZD-92342NW（ブランド：大
光電機（株））

（株）コーワ

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2021/09/29）

( A2 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入した照明器具を充
電中、照明器具付近から出火し、周辺
を焼損した。

　事故品から出火した可能性が考えられる
が、焼損が著しく、全ての電気部品を確認で
きず、事故発生時の詳細な状況等が不明であ
り、原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2021-0063

テ
キ
ス
ト
2

2021/03/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 照明器具（投光器、ＬＥＤ、
充電式）

使用期間：約３年３か月

 
消防機関

（受付:2021/04/13）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0038

　充電中の扇風機から発煙し、機器の
一部が焼損した。

　過充電保護機能がなかったため、電池セル
が過充電状態となって異常発熱し、焼損した
ものと推定される。

　輸入事業者は、既販品に対する措置はと
らないが、今後の事故発生状況を注視し、
必要に応じて対応することとした。
　なお、当該製品の販売を中止し、在庫品
の回収を行っている。

 2021-2219

テ
キ
ス
ト
2

2021/07/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 扇風機（ＵＳＢ電源式、リチ
ウムイオン電池式、携帯型）

YM88125

（株）アップスイング

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2021/10/25）

( A1 )( 製品破損 )

　全自動麻雀卓から異臭がし、発煙し
た。

　基板上の銅箔パターン間で短絡が生じて異
常発熱し、焼損したものと推定されるが、パ
ターンが焼失しており、原因の特定はできな
かった。

　製造事業者が倒産しているため、措置は
とれなかった。

 2021-2745

テ
キ
ス
ト
2

2021/10/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 全自動麻雀卓

TE-2001

（株）マツオカメカトロニクス
（倒産）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/01/24）

( G3 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入した掃除機を充電
中、異音がして出火し、周辺を焼損し
た。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して焼
損したものと考えられるが、電池セルの焼損
が著しく、詳細な使用状況等が不明であり、
原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。　

 2021-1164

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 掃除機（充電式、モップ型）

使用期間：約１年４か月

 
消防機関

（受付:2021/08/27）

( G1 )( 拡大被害 )

　電気オーブンレンジ付近から出火し
て周辺を焼損し、１人が軽傷を負っ
た。

　事故品から出火した可能性が考えられる
が、焼損が著しく、全ての電気部品を確認で
きなかったことから、原因の特定はできな
かった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2020-1337

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 電気オーブンレンジ

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2020/12/25）

( G1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0039

　電気こんろ付近から出火し、周辺を
焼損した。

　当該機の耐ノイズ性が十分でなかったた
め、制御基板のコントロールＩＣが誤作動
し、電源スイッチが入ったものと推定され
る。

　製造事業者が倒産しているため、措置は
とれなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０１９年９月
２６日付けのプレスリリースにより、使用
中止の注意喚起を行っている。

 2021-1230

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮崎県

 電気こんろ（ラジエントヒー
ター式）

MDS-113RE

（株）萬品電機製作所（倒産）

使用期間：約１７年４か月

 
消防機関

（受付:2021/09/07）

( A1 )( 拡大被害 )

　電気こんろの上に置いていた樹脂製
品が焼損した。

　未使用のヒーター上に樹脂製容器を置いて
いたため、誤ってスイッチを押したことによ
り樹脂製容器が過熱され、焼損したものと推
定される。
　なお、取扱説明書には、「燃えやすい物を
トッププレートの上に置かない。火災の原因
になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、使用者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。

 2021-0899

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 電気こんろ（ラジエントヒー
ター式）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2021/07/08）

( E1 )( 拡大被害 )

　使用中の電気ジャー炊飯器付近から
出火し、焼損した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-0116

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 電気ジャー炊飯器（ＩＨ式）

使用期間：約５年

 
消防機関

（受付:2022/05/09）

( F2 )( 製品破損 )

　使用中の電気ストーブ付近から異音
がし、電源コードが焼損した。

　電源プラグ側のコードプロテクター付近に
過度な応力が繰り返し加わったため、芯線が
断線し、スパークが生じたものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを無
理に曲げたり引っ張ったりしない。電源コー
ドが破損し、火災の原因になる。」旨、記載
されている。

　輸入事業者は、消費者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2021-2946

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電気ストーブ

使用期間：約１５年４か月

 
輸入事業者

（受付:2022/03/03）

( E2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0040

　使用中のオイルヒーターから発煙
し、周辺を焼損した。

　長期使用（製造後約３０年）により、ファ
ンヒーター用温度過昇防止装置の接点が溶着
したため、ヒーターが連続通電となって過熱
し、焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故が発生して
いないことから、特に措置はとらなかっ
た。
　なお、当該製品は既に販売を終了してい
る。

 2021-2996

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気ストーブ（オイルヒー
ター、電気ファンヒーター機
能付）

6535.10/RH7716

（株）セブジャパン（現　
（株）グループセブジャパン）

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/03/15）

( C1 )( 拡大被害 )

　電気ストーブを使用中、電源コード
付近から火が出て、畳が焦げた。

　本体側の電源コードプロテクター付近に過
度な応力が繰り返し加わったため、芯線が断
線して短絡・スパークが生じたものと考えら
れるが、詳細な使用状況等が不明であり、原
因の特定はできなかった。

　製造事業者は、経年劣化による事故とみ
ているため、措置はとらなかった。

 2021-2965

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 電気ストーブ（遠赤外線式）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/03/08）

( G1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電気ひざ掛け
を使用中、電気ひざ掛け付近から出火
して、周辺を焼損した。

　コントローラーの出力側コードプロテク
ター付近に過度な応力が繰り返し加わったた
め、芯線が断線して短絡が生じ、異常発熱し
て焼損したものと考えられるが、詳細な使用
状況等が不明であり、原因の特定はできな
かった。

　輸入事業者が不明であることから、措置
はとれなかった

 2021-2571

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 電気ひざ掛け

使用期間：約２年

 
消防機関

（受付:2021/12/17）

( G1 )( 拡大被害 )

　使用中の電気ファンヒーターから異
音がし、火が出た。

　電源コードと内部配線を接続する端子台の
ネジに締め付け不足があったため、接触不良
が生じて異常発熱し、端子台の樹脂が焼損し
たものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、今後の事故発生状況を注
視することとし、既販品についての措置は
とらなかった。
　なお、当該製品は既に生産を終了してい
る。

 2021-2913

テ
キ
ス
ト
2

2021/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電気ファンヒーター

CH-T1840

スリーアップ（株）

使用期間：約１年９か月

 
輸入事業者

（受付:2022/02/25）

( A2 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0041

　電気ファンヒーターの電源プラグが
発熱した。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2829

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21822

（株）ニトリ

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 製品破損 )

　電気ファンヒーターを使用中、電源
プラグと延長コードが焦げた。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2830

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21822

（株）ニトリ

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 拡大被害 )

　電気ファンヒーターを使用中、電源
プラグと延長コードが溶融した。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2831

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21822

（株）ニトリ

使用期間：約２０日

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 拡大被害 )

　電気ファンヒーターを使用中、電源
プラグと延長コードが焦げた。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2832

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21821

（株）ニトリ

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0042

　電気ファンヒーターを使用中、電源
プラグと延長コードが焦げた。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2833

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21823S

（株）ニトリ

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 拡大被害 )

　電気ファンヒーターを使用中、電源
プラグ付近から異音がし、プラグ差込
口が焦げた。

　電源プラグ刃の芯線接続部でカシメ不良が
あったため、接触不良が生じて異常発熱し、
発熱・焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年１月２８日付
けホームページに社告を掲載し、対象商品
の回収を実施している。

 2021-2834

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

EH-N-21821

（株）ニトリ

使用期間：約１０日

 
輸入事業者

（受付:2022/02/08）

( A2 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電気ファン
ヒーターを使用中、ファンヒーターか
ら異音がして火が出て、焼損した。

　製造工程において、底面の電源コード取り
回しに不具合があったため、電源コードに首
振り時の応力が繰り返し加わり、芯線が断線
して焼損したものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
はないことから、既販品に対する措置はと
らなかった。
　なお、当該製品は販売を終了しており、
後継機種については、２０２１年度生産分
より、屈曲部の強度向上のため、コードの
結束固定加工の追加及び電源コードの仕様
変更を実施している。

 2021-3061

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 電気ファンヒーター（セラ
ミックヒーター）

JCH-12TDSW1-W

アイリスオーヤマ（株）

使用期間：約１年２か月

 
輸入事業者

（受付:2022/03/30）

( A2 )( 製品破損 )

　電気マッサージ器を使用中、異臭が
して異音がし、発煙した。

　モーターの回転軸に取り付けていた偏心お
もりの固定が不十分な構造であったため、お
もりがずれ落ちて直下の樹脂に接触し、回転
による摩擦熱で樹脂が溶融、発煙したものと
推定される。

　輸入事業者は、２０２２年４月２０日付
けでホームページに社告を掲載し、製品の
回収及び返金を行っている。

 2021-2971

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 電気マッサージ器（充電式、
手持型）

SHIFTH＿BODY-RAISE PRO

（株）ふたオリ

使用期間：不　明

 
輸入事業者

（受付:2022/03/09）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0043

　使用中の電気やかんから出火し、溶
融した。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　輸入事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-2694

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 電気やかん

使用期間：約４年

 
輸入事業者

（受付:2022/01/13）

( F2 )( 製品破損 )

　電気洗濯機付近から出火して焼損
し、周辺を汚損した。

　事故品内部には電源が供給されておらず、
電源コードには溶融痕が認められたが、通常
の使用において外力が加わる位置ではないこ
とから、製品に起因しない事故と推定され
る。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-2940

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電気洗濯機（全自動）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/03/02）

( F2 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電気足温器を
使用中、電気足温器から異音がして発
煙し、火花が出て、手に火傷を負っ
た。

　絶縁被覆のない炭素繊維製ヒーター線の固
定が不十分な構造であったため、使用に伴い
ヒーター線がずれて互いに接触して異常発熱
し、焼損したものと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2021-2943

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 電気足温器

不明

不明

使用期間：約１年３か月

 
消費者センター

（受付:2022/03/02）

( A1 )( 軽傷 )

　ウォーターサーバーから異臭がし、
機器の一部を焼損した。

　過熱防止用サーモスタットが作動したにも
かかわらず、ヒーターへ通電し続ける構造で
あったため、温水タンクが過熱して樹脂製断
熱材が溶融し、発煙したものと推定される。

　輸入事業者は、２０２１年１１月３日か
ら契約している顧客に対して配線構造の変
更を行い、２０２２年１月製造分から回路
設計を変更している。

 2021-2338

テ
キ
ス
ト
2

2021/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 電気冷温水給湯器

YO-C08L

（株）ナック

使用期間：約２か月

 
輸入事業者

（受付:2021/11/24）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0044

　電磁調理器のオーブン庫内を加熱消
臭する機能を使用中、庫内から出火し
た。

　手入れ不足で油脂等が堆積した受皿をオー
ブン庫内に入れて加熱消臭機能を使用したた
め、ヒーターで油脂等が過熱して発火したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には、「受皿は使用のた
びに手入れする。」及び「加熱消臭機能を使
用する際、受皿は庫内に入れない。」旨、記
載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意による事
故であるため、措置はとらなかった。

 2021-3037

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 電磁調理器（ビルトイン型）

使用期間：約９年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/03/24）

( E2 )( 被害なし )

　電磁調理器のグリルの内部が焼損し
た。

　事故品の電気部品に出火の痕跡は認められ
ないことから、製品に起因しない事故と推定
される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2021-1084

テ
キ
ス
ト
2

2021/07/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 電磁調理器（ビルトイン型、
ラジエントヒーター付、ロー
スター付）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2021/08/10）

( F2 )( 製品破損 )

　電磁調理器のグリルを使用中、グリ
ル庫内から出火した。

　詳細な使用状況等が不明のため事故原因の
特定には至らなかったが、事故品に出火に至
る異常は認められなかったことから、製品に
起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意とみてい
るため、措置はとらなかった。

 2021-2944

テ
キ
ス
ト
2

2021/02/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 電磁調理器（ビルトイン型、
ラジエントヒーター付、ロー
スター付）

使用期間：約４か月

 
製造事業者

（受付:2022/03/02）

( F2 )( 被害なし )

　電磁調理器で調理中、なべから出火
し、周辺を焼損した。

　揚げ物調理中にその場を離れ、更に市販の
なべに少量（約１８０ｇ）の油を入れて揚げ
物モードがない左ヒーターで揚げ物調理を
行ったため、油が発火したものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には、「揚げ物調理中は
本体から離れない。必ず右ヒーターの揚げ物
温度コントロールを使用し、付属の天ぷら鍋
で調理する。油量は５００ｇ（０．５６Ｌ）
未満では調理しない。火災の原因になる。」
旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であるため、措置はとらなかっ
た。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2021-3036

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 電磁調理器（据置型）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/03/24）

( E1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　01.家庭用電気製品

No. 0045

　学校で使用中の延長コード付近から
出火し、周辺を焼損した。

　たこ足配線で定格電流（１５Ａ）を超えて
電気製品（電気ファンヒーター、パソコン）
を接続して使用し、また、マルチタップに他
の電気製品を長期間（製造後約２３年）接続
したまま放置して接続部に埃等が蓄積したた
め、トラッキング現象が生じて焼損したもの
と推定される。

　製造事業者は、消費者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2021-2947

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 配線器具（延長コード）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/03/04）

( E1 )( 拡大被害 )

　延長コード付近から出火し、周辺を
焼損した。

　被害者が電源コードを途中で切断し、手よ
り接続したため、手より接続の折り曲げ部で
短絡・スパークが生じて発火したものと推定
される。

　製造事業者は、被害者の修理不良による
事故であるため、措置はとらなかった。

 2021-2872

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 配線器具（延長コード）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/02/16）

( E4 )( 拡大被害 )

　延長コードを使用中、マルチタップ
付近から出火し、周辺を焼損した。

　電源スイッチのタブ端子と基板とのはんだ
付け部にクラックが生じたため、接触不良に
より異常発熱し、焼損したものと推定される
が、はんだ付け部の焼損が著しく、原因の特
定はできなかった。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。

 2021-2929

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 配線器具（延長コード）

AP-506A

不明

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2022/03/01）

( G3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0046

　ガスこんろを使用後、ガスこんろ付
近から発煙した。

　事故品は、長期使用（２２年）により、器
具栓のロッドのシール用Ｏリングが煮こぼれ
等の影響で摩耗したためガス漏れが発生し、
ガスこんろの火が引火して焼損したものと推
定される。

　製造事業者は、経年劣化による事故であ
るため、措置はとらなかった。

 2021-3006

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガスこんろ（都市ガス用）

RGF-30A4S

リンナイ（株）

使用期間：不　明

 
公益事業者

（受付:2022/03/17）

( C1 )( 製品破損 )

　ガスこんろを点火したところ、火が
出て、点火つまみの一部が溶けた。

　事故品は、長期使用（製造後約１９年）に
より、吹きこぼれた煮汁等が機器内部に溜ま
り、ガス通路部が腐食して破損したため、漏
洩したガスにガスこんろの火が引火し焼損し
たものと推定される。

　製造事業者は、経年劣化による事故であ
るため、措置はとらなかった。
　なお、現行機種については、より安全性
を高めた仕様として、煮汁等が吹きこぼれ
ても機器内部へ浸入しにくく、万一浸入し
てもガス入口の金属部品が浸りにくい構造
に改良されている。

 2022-0095

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 ガスこんろ（都市ガス用）

PD-1MH-B

パロマ工業（株）（現　（株）
パロマ）

使用期間：不　明

 
公益事業者

（受付:2022/04/26）

( C1 )( 製品破損 )

　ガスふろがまのケーシングが変形し
ていた。

　ケーシングの変形は定期保安点検時に確認
されたものであり、事故発生時期、使用状況
等が不明であるため、原因の特定はできな
かったが、事故品にガス漏れ、着火不良等の
異常がなく、冠水痕が確認されたことから、
機器の冠水等による点火し難い状況下での点
火操作の繰り返し等により、機器内に未燃ガ
スが滞留し、異常着火に至り、ケーシングを
変形させた可能性が高く、製品に起因しない
事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。
　なお、２０１１年４月より、異常着火防
止策として、ガス電磁弁の閉止時間を短縮
させ、ガスの放出を防止する機能及び冠水
探知装置を装備した製品が販売されてい
る。

 2021-2871

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１８年４か月

 
公益事業者

（受付:2022/02/16）

( F2 )( 製品破損 )

　ガスふろがまのケーシングが変形し
ていた。

　事故品にガス漏れ、点火、着火不良等の異
常がなく、機器内部底板部に腐食が発生して
いたことから、機器の冠水等により点火し難
い状況下での点火操作の繰り返し等により、
機器内に未燃ガスが滞留し、異常着火に至
り、ケーシングを変形させた可能性がある
が、ケーシングの変形は機器の修理時に確認
されたものであり、事故発生時期及び使用状
況等が不明であるため、原因の特定はできな
かった。

　製造事業者は、経年劣化による事故とみ
ているため、措置はとらなかった。

 2021-2472

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＢＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１８年８か月

 
製造事業者

（受付:2021/12/02）

( G1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0047

　ガスふろがまの内部が焼損してい
た。

　事故品は、ガス通路部のインジョイントと
電池電磁弁ＳＥＴの接合部に隙間が生じてお
り、隙間からガスが漏れ、器具内に充満した
ガスがバーナの火に引火し焼損に至ったと考
えられ、機器の下に敷かれていたスレート板
が割れて機器が前方に下がっていたことか
ら、機器に何らかの強い外力がかかった際に
隙間が生じた可能性が考えられ、製品に起因
しない事故と推定される。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-0032

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＲＦ式）

使用期間：約４年１１か月

 
販売事業者

（受付:2022/04/12）

( F2 )( 製品破損 )

　ガスふろがまのフロントカバーが変
形していた。

　事故品にガス漏れ、着火不良等の異常がな
いことから、被害者が積雪時に凍結予防のた
め事故品を自転車カバーで覆い、機器の排気
口が閉塞された状態で点火操作を繰り返した
ことで、機器内に未燃ガスが滞留し、点火操
作のスパークにより異常着火しフロントカ
バーが変形したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「燃えやすい物を
まわりに置かない」「機器の給気口がほこ
り・ゴミなどでふさがっていないか確認す
る」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。

 2021-2803

テ
キ
ス
ト
2

2021/01/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＲＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１２年３か月

 
販売事業者

（受付:2022/02/02）

( E2 )( 製品破損 )

　ガスふろがまのフロントカバーが変
形していた。

　機器にガス漏れ及び着火動作異常がないこ
とから、外壁工事の養生シート等により排気
口が閉塞された状態で使用したことで、給排
気が正常に行われず、未燃ガスが機器内に滞
留し、異常着火に至り、フロントカバーが変
形した可能性が考えられ、製品に起因しない
事故と推定される。

　製造事業者は、使用者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者は、２００９年１０月
から、ホームページで消費者及び工事業者
に対し「建物外壁塗装工事の際は機器を使
用しない」等の注意喚起を行っている。

 2022-0066

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 ガスふろがま（都市ガス用、
ＲＦ式、給湯機能付）

使用期間：約１６年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/04/19）

( F2 )( 製品破損 )

　ガスこんろに接続していたガスホー
スが焦げ、接続部の一部が溶解してい
た。

　事故品は、ゴム管用ソケットとの差し込み
が不足していたことから、接続部から漏れた
ガスにガスこんろの火が引火したものと推定
される。

　製造事業者等は不明であった。 2021-2925

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/02/28）

( E3 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0048

　ガスこんろを使用中、ガスホース付
近から火が出て、周辺を焼損した。

　被害者が一口こんろを使用した際、近接し
ていた事故品が熱影響を受け焼損したことで
未燃ガスが漏出し、一口こんろの燃焼炎が漏
出した未燃ガスに引火したものと推定される
が、事故品のガス漏れ等の調査が出来ず、事
故発生状況も不明のため、原因の特定はでき
なかった。

　製造事業者等は不明であった。
　なお、ガス事業者は、業務機会時に継続
してガスの安全な使用方法や日常管理につ
いて、取扱説明書またはガスライフ安心読
本等を用いて説明を行っている。

 2021-3040

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/03/25）

( G1 )( 拡大被害 )

　ガスストーブを使用中、ガス栓付近
から火が出た。

　事故品は被害者が既に廃棄しており、入手
できないことから、調査できなかった。

　製造事業者は、事故品が入手できないこ
とから、調査不能であるため、措置はとれ
なかった。

 2021-2874

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 ガスホース（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/02/16）

( G2 )( 製品破損 )

　ガス給湯器からガスが漏れていた。 　事故品は、沿岸部の潮風が当たる壁面に設
置されていたため、海塩粒子の影響により電
磁弁が腐食し微量のガス漏れが発生したもの
と考えられるが、詳細な状況が不明であり、
原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、経年劣化による事故とみ
ているため、措置はとらなかった。

 2021-2475

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 ガス給湯器（ＬＰガス用、Ｒ
Ｆ式）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2021/12/02）

( G1 )( 製品破損 )

　使用中のガス給湯器から異音がし、
フロントカバーが変形した。

　事故品にガス漏れ、着火不良等の異常がな
く、点火動作時に、点火音が多少大きくなる
ことがあり、異常着火した可能性が考えられ
るが、詳細な使用状況等が不明であり、原因
の特定はできなかった。

　製造事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。
　なお、事業者のホームページ等で長期使
用給湯器の確認・点検について消費者に注
意喚起を行っている。

 2022-0020

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 ガス給湯器（ＬＰガス用、Ｒ
Ｆ式）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/04/06）

( G1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0049

　ガス給湯器のフロントカバーが変形
していた。

　機器にガス漏れ及び着火動作異常等がない
ことから、外壁工事の養生シート等により給
排気筒トップが閉塞された状態で使用したこ
とで、給排気が正常に行われず、未燃ガスが
機器内に滞留し、異常着火に至り、フロント
カバーが変形した可能性が考えられ、製品に
起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、外壁塗装工事の際の養生
による事故であるとみて、措置はとらな
かった。
　なお、製造事業者は、２００９年１０月
から、ホームページで消費者及び工事業者
に対し「建物外壁塗装工事の際は機器を使
用しない」等の注意喚起を行っている。

 2021-2880

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 ガス給湯器（都市ガス用、Ｒ
Ｆ式）

使用期間：約７年７か月

 
製造事業者

公益事業者

（受付:2022/02/17）

( F2 )( 製品破損 )

　ガスストーブを使用中、ガス栓付近
から火が出て、周辺を焼損した。

　事故品は、長期使用（約２０年）により、
ガス栓用プラグのゴム管部分に亀裂が生じて
ガスが漏れ、滞留したガスにストーブの火が
引火して周囲を焼損したものと推定される。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2021-2751

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 ガス栓（ＬＰガス用）

不明

不明

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/01/25）

( C1 )( 製品破損 )

　使用中のカセットこんろ付近から出
火し、住宅を全焼、隣接する建物を類
焼した。

　被害者が事故品を使用して揚げ物をした後
に火を消し忘れたため、鍋に残っていた油が
過熱されて発火し、周囲に延焼したたものと
推定される。

　事業者不明のため措置不能。 2022-0862

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 カセットこんろ

使用期間：約１年

 
消防機関

（受付:2022/06/02）

( E1 )( 拡大被害 )

　カセットこんろを点火したところ、
ボンベ接続部付近から火が出た。

　事故品は、ガスケットをステムに装着する
組立工程で、ガスケット内部に異物が付着し
たまま組み込みを行ったため、ガスケットと
ステムの間の気密が確保できなくなり、ガス
漏れが生じたものと推定される。

　輸入事業者は、他に同種事故発生の情報
がないことから、既販品への措置はとらな
いが、弁の組立工程において品質管理を強
化することとしている。

 2020-1167

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 カセットこんろ用ガスボンベ

火子ちゃん

（株）ＴＴＳ

使用期間：１回

 
消防機関

（受付:2020/11/24）

( A3 )( 被害なし )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0050

　ガスこんろを使用中、ガス栓付近か
ら火が出て、迅速継手の一部を焼損し
た。

　事故品は、摺動環とソケット本体が油等に
より固着し動作不全となっていたことから、
事故品をガス栓に接続した際にボールロック
が掛からず、ガスシールができていない不完
全な接続状態のまま使用されたためガスが漏
れ、ガスこんろの火が引火したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「ガス栓にソケッ
トを差込み、カチッと音がすることを確認す
る」旨、記載されている。

　製造事業者は、被害者の不注意とみられ
る事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、製造事業者はホームページ上に
「ガス栓とガス器具の接続」と題して、迅
速継手関係の正しい使い方を掲載してい
る。

 2021-2870

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：約２５年

 
国の行政機関

（受付:2022/02/16）

( E2 )( 製品破損 )

　ガスこんろを使用中、接続部より火
が出た。

　事故品にガス漏れ等の異常は認められない
ことから、内部のパッキンに異物が付着した
状態で接続したため、接続部から漏れたガス
にガスこんろの火が引火した可能性が考えら
れ、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、被害者の不注意による事
故とみているため、措置はとらなかった。

 2021-2875

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 迅速継手（都市ガス用）

使用期間：不　明

 
国の行政機関

（受付:2022/02/16）

( F2 )( 製品破損 )

　石油ストーブを使用中、本体付近か
ら出火して住宅を焼損し、１人が火傷
を負った。

　事故品と同じ居室にあった石油ファンヒー
ター及び灯油用樹脂製容器にガソリンが入っ
ていたことから、使用者が事故品に誤ってガ
ソリンを給油したことで出火に至ったものと
考えられ、使用者の不注意による事故と推定
される。
　なお、本体、燃料タンク及び取扱説明書に
は、「ガソリン使用禁止。使用燃料：灯油　
火災の原因になる。」旨、記載されている。

　製造事業者は、消費者の誤使用が原因で
あるとして措置はしなかった。

 2021-2633

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 石油ストーブ（解放式）

使用期間：約２年

 
消防機関

（受付:2022/01/04）

( E2 )( 軽傷 )

　給油のため石油ストーブからカート
リッジタンクを取り出したところ、出
火して周辺を焼損した。

　被害者が、当該製品のカートリッジタンク
のキャップが確実に閉まっていない状態で、
カートリッジタンクを本体から取り出した
際、キャップが外れ、漏れた灯油が発火し、
火災に至ったものと推定される。なお、本体
及び取扱説明書等には「給油口口金は確実に
締める。」旨、記載されている。

　輸入事業者は、被害者の不注意による事
故であるため、措置はとらなかった。

 2020-1764

テ
キ
ス
ト
2

2021/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 石油ストーブ（開放式）

使用期間：約１０年

 
輸入事業者

（受付:2021/03/15）

( E2 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　03.燃焼器具

No. 0051

　石油ストーブ付近から出火して周辺
を焼損し、使用者が負傷した。

　事故品に異常燃焼、吹き返し現象及び油漏
れの痕跡はなく、しんは消火位置に下がって
おり、事故品に異常は認められないことか
ら、製品に起因しない事故と推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため措置はとらなかった。

 2021-2602

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 石油ストーブ（開放式）

使用期間：不　明

 
消防機関

（受付:2021/12/21）

( F2 )( 重傷 )

　石油ストーブから出火し、焼損し
た。

　事故品は、各部品に異常はなく、異常燃焼
の痕跡も認められないことから、被害者が事
故発生直前に灯油を置台へこぼし、拭き取り
が不十分なままで点火したため出火に至った
可能性が考えられ、製品に起因しない事故と
推定される。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため、措置はとらなかった。

 2022-0825

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 石油ストーブ（開放式）

使用期間：約４年

 
消防機関

（受付:2022/05/25）

( F2 )( 製品破損 )

　使用中の石油ファンヒーターのカー
トリッジタンクから燃料が漏れて出火
し、床を焼損した。

　事故品を消火せずにカートリッジタンクに
給油をしたところ、カートリッジタンクのふ
た（ネジ式）の締め付けが不完全であったた
め、本体にセットしようとした際に灯油が漏
れ、ファンヒーターの火が引火して火災に
至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、給油時の注意とし
て、「油漏れ確認、給油時消火、居室内給油
禁止」の警告表示とともに、「使用前の給油
のしかた」について表記されている。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故であることから、措置はとらな
かった。

 2022-0063

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 石油ファンヒーター（開放
式）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/04/18）

( E1 )( 拡大被害 )

　石油給湯機から出火し、周辺を焼損
した。

　被害者は事故発生前から事故品の異常を認
識しながら警報機能をリセットして継続使用
していたため、点火不良や不完全燃焼により
燃焼室に溜まっていた灯油にバーナーの火が
引火して異常燃焼が生じ、送風機の給気口よ
り逆火して事故品内部を焼損すると同時に、
バーナー口パッキンから底板に染み出ていた
灯油にも引火し事故品内部が延焼したものと
考えられ、消費者の誤使用と推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置
はとらなかった。

 2021-2524

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 石油給湯機

使用期間：約３５年

 
消防機関

（受付:2021/12/06）

( E1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0052

　子供がテーブルの下に潜り込んでい
たところ、天板が落下し、頭部に軽傷
を負った。

　事故品は、脚部の開き止め用の革ベルトが
破断しており、事故品の下に潜っていた子供
が革ベルトに過大な負荷をかけたことで引張
強度以上の負荷がかかって破断し、テーブル
の脚が広がって天板が落下した可能性が考え
られるが、事故発生時の詳細な使用状況が不
明であり、原因の特定はできなかった。

　製造事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。
　なお、今後販売する新製品は、革ベルト
が破損してもテーブルの脚が開かない構造
に変更する。

 2022-0010

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 テーブル

使用期間：約６年１か月

 
製造事業者

（受付:2022/04/05）

( G1 )( 軽傷 )

　はしご兼用脚立を脚立状態で使用
中、支柱が折れて転倒し、軽傷を負っ
た。

　事故品に異常は認められず、事故品が平ら
でなく軟らかい土の地面に設置されていたた
め不安定であったこと、事故品の天板上で作
業していた被害者が屋根に掛けていた片足を
事故品へ戻した際に事故が発生していること
から、被害者の誤使用が原因と推定される。
　なお、取扱説明書には、「安定しない場所
には設置しない。」、「天板の上には乗らな
い。」、「はしごから身体を乗り出さな
い。」旨、警告表示されている。

　輸入事業者は、消費者の誤使用が原因で
あるため措置しなかった。

 2022-0112

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

岩手県

 はしご兼用脚立（アルミ製）

使用期間：１回

 
輸入事業者

（受付:2022/05/02）

( E1 )( 軽傷 )

　はしご兼用脚立を脚立状態で使用
中、支柱が折れて転倒し、軽傷を負っ
た。

　事故品は、肉厚、硬さ等に異常は認められ
ないことから、被害者が雪の積もったコンク
リート上に事故品をはしご状態で設置し、補
助者の支えがない状態で昇ったため、事故品
の設置部が後方に滑り、バランスを崩して転
落した身体が事故品に当たり、衝撃で支柱が
変形・折損したものと推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示には、「は
しごが動き転倒や転落の恐れがあるため、は
しごで使うときは必ず大人の補助者が支え
る。」、「はしごが滑り転落や転倒の恐れが
あるため、濡れている場所、積雪や凍結して
いる場所に設置しない。」旨、記載されてい
る。

　輸入事業者は、被害者の誤った使用方法
による事故とみているため、措置はとらな
かった。

 2021-2881

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 脚立（はしご兼用、アルミニ
ウム合金製）

使用期間：１回

 
輸入事業者

（受付:2022/02/17）

( E1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2021-2990

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/03/14）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0053

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、右環指に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2021-2991

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/03/14）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2021-2992

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/03/14）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2021-2993

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/03/14）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2021-2994

テ
キ
ス
ト
2

2022/02/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/03/14）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0054

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0138

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0139

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0140

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

高知県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、顔に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0141

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0055

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0142

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0143

テ
キ
ス
ト
2

2016/03/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0144

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0145

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0056

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0146

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

石川県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0147

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0148

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0149

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

鳥取県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0057

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0150

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0151

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0152

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0153

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0058

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部と手に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0154

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0155

テ
キ
ス
ト
2

2016/02/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0156

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0157

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0059

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0158

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0159

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0160

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0161

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0060

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0162

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0163

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、手に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0164

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0165

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0061

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0166

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0167

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0168

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0169

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0062

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷のすり傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0170

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0171

テ
キ
ス
ト
2

2015/12/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0172

テ
キ
ス
ト
2

2015/11/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0173

テ
キ
ス
ト
2

2015/11/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0063

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0174

テ
キ
ス
ト
2

2015/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0175

テ
キ
ス
ト
2

2015/11/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0176

テ
キ
ス
ト
2

2015/11/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0177

テ
キ
ス
ト
2

2015/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0064

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0178

テ
キ
ス
ト
2

2015/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0179

テ
キ
ス
ト
2

2015/10/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0180

テ
キ
ス
ト
2

2015/10/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0181

テ
キ
ス
ト
2

2015/10/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0065

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、指に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0182

テ
キ
ス
ト
2

2015/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0183

テ
キ
ス
ト
2

2015/09/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0184

テ
キ
ス
ト
2

2015/09/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0185

テ
キ
ス
ト
2

2015/09/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0066

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0186

テ
キ
ス
ト
2

2015/09/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0187

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、手に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0188

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0189

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0067

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0190

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0191

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0192

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0193

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0068

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0194

テ
キ
ス
ト
2

2015/08/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0195

テ
キ
ス
ト
2

2015/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0196

テ
キ
ス
ト
2

2015/07/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0197

テ
キ
ス
ト
2

2015/07/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0069

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0198

テ
キ
ス
ト
2

2015/07/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0199

テ
キ
ス
ト
2

2015/07/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0200

テ
キ
ス
ト
2

2015/07/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、肩に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0201

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0070

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0202

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0203

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0204

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0205

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0071

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0206

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0207

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0208

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0209

テ
キ
ス
ト
2

2015/06/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0072

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0210

テ
キ
ス
ト
2

2015/05/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0211

テ
キ
ス
ト
2

2015/05/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0212

テ
キ
ス
ト
2

2015/05/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0213

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0073

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0214

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0215

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0216

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0217

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0074

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0218

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0219

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0220

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0221

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0075

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0222

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

山梨県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0223

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0224

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0225

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0076

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0226

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0227

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0228

テ
キ
ス
ト
2

2015/03/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0229

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0077

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0230

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0231

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0232

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0233

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0078

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0234

テ
キ
ス
ト
2

2015/02/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0235

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0236

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0237

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0079

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0238

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0239

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0240

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0241

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0080

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0242

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0243

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0244

テ
キ
ス
ト
2

2015/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0245

テ
キ
ス
ト
2

2015/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0081

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0246

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0247

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0248

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0249

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0082

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0250

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0251

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0252

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0253

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0083

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0254

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0255

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0256

テ
キ
ス
ト
2

2014/12/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0257

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0084

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0258

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0259

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0260

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0261

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0085

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0262

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0263

テ
キ
ス
ト
2

2014/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0264

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0265

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0086

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0266

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0267

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0268

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0269

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0087

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0270

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0271

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0272

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0273

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0088

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0274

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0275

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0276

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0277

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0089

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0278

テ
キ
ス
ト
2

2014/09/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0279

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0280

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0281

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0090

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0282

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0283

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0284

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0285

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0091

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0286

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0287

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0288

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0289

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0092

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0290

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0291

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0292

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0293

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0093

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0294

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0295

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0296

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0297

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0094

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0298

テ
キ
ス
ト
2

2014/05/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0299

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0300

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0301

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0095

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0302

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0303

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0304

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0305

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0096

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0306

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0307

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0308

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0309

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0097

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0310

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

富山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0311

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0312

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0313

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0098

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0314

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0315

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0316

テ
キ
ス
ト
2

2014/03/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0317

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0099

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0318

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0319

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0320

テ
キ
ス
ト
2

2014/02/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0321

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0100

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0322

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0323

テ
キ
ス
ト
2

2014/01/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0324

テ
キ
ス
ト
2

2014/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0325

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0101

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0326

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0327

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0328

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0329

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0102

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0330

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0331

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0332

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0333

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0103

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0334

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0335

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0336

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0337

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0104

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0338

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0339

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0340

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0341

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0105

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0342

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

鳥取県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0343

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0344

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0345

テ
キ
ス
ト
2

2013/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

大分県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0106

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0346

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部と足首に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0347

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0348

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0349

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0107

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0350

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

鳥取県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0351

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0352

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0353

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0108

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0354

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0355

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0356

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0357

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0109

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0358

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0359

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0360

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0361

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0110

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0362

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0363

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0364

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0365

テ
キ
ス
ト
2

2013/09/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0111

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0366

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0367

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0368

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0369

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大分県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0112

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0370

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0371

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0372

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0373

テ
キ
ス
ト
2

2013/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0113

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0374

テ
キ
ス
ト
2

2013/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0375

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0376

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0377

テ
キ
ス
ト
2

2013/07/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0114

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0378

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0379

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0380

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0381

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0115

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0382

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0383

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0384

テ
キ
ス
ト
2

2013/06/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0385

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0116

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0386

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0387

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0388

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0389

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0117

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0390

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0391

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部と肩部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0392

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0393

テ
キ
ス
ト
2

2013/05/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0118

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部と腕に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0394

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0395

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

大分県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0396

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0397

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0119

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0398

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0399

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0400

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0401

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0120

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0402

テ
キ
ス
ト
2

2013/04/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0403

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0404

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頸椎に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0405

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0121

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0406

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0407

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、手に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0408

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0409

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0122

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0410

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0411

テ
キ
ス
ト
2

2013/03/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0412

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0413

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0123

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0414

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0415

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0416

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0417

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0124

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0418

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷のすり傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0419

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、肩に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0420

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0421

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0125

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0422

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0423

テ
キ
ス
ト
2

2013/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年４か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0424

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0425

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0126

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0426

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0427

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0428

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0429

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0127

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0430

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0431

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0432

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0433

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0128

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0434

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

大分県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0435

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0436

テ
キ
ス
ト
2

2013/01/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0437

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0129

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0438

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0439

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

鳥取県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0440

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0441

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0130

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0442

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0443

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0444

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0445

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0131

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部と腕に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0446

テ
キ
ス
ト
2

2012/12/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0447

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0448

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0449

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0132

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0450

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0451

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0452

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0453

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0133

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0454

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0455

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0456

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0457

テ
キ
ス
ト
2

2012/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0134

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0458

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0459

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0460

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0461

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0135

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0462

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0463

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0464

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0465

テ
キ
ス
ト
2

2012/09/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0136

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0466

テ
キ
ス
ト
2

2012/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0467

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0468

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0469

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0137

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0470

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0471

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0472

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0473

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0138

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0474

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0475

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0476

テ
キ
ス
ト
2

2012/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0477

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0139

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0478

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0479

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0480

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0481

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0140

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0482

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0483

テ
キ
ス
ト
2

2012/07/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

佐賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0484

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0485

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

富山県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0141

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0486

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0487

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0488

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0489

テ
キ
ス
ト
2

2012/06/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0142

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0490

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0491

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0492

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0493

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0143

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0494

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0495

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0496

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0497

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0144

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0498

テ
キ
ス
ト
2

2012/04/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0499

テ
キ
ス
ト
2

2012/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0500

テ
キ
ス
ト
2

2012/03/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0501

テ
キ
ス
ト
2

2012/03/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0145

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0502

テ
キ
ス
ト
2

2012/03/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0503

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0504

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0505

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0146

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0506

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0507

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0508

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0509

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0147

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0510

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0511

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0512

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0513

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0148

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0514

テ
キ
ス
ト
2

2012/01/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0515

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0516

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0517

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0149

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0518

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0519

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0520

テ
キ
ス
ト
2

2011/12/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0521

テ
キ
ス
ト
2

2011/11/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0150

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0522

テ
キ
ス
ト
2

2011/11/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0523

テ
キ
ス
ト
2

2011/11/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0524

テ
キ
ス
ト
2

2011/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0525

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0151

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0526

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0527

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0528

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0529

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0152

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0530

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0531

テ
キ
ス
ト
2

2011/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、手首に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0532

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0533

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0153

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0534

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0535

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0536

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0537

テ
キ
ス
ト
2

2011/09/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0154

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0538

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

山梨県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0539

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0540

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0541

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0155

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0542

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0543

テ
キ
ス
ト
2

2011/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0544

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0545

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0156

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0546

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0547

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0548

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0549

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0157

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0550

テ
キ
ス
ト
2

2011/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0551

テ
キ
ス
ト
2

2011/06/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0552

テ
キ
ス
ト
2

2011/06/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0553

テ
キ
ス
ト
2

2011/06/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0158

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0554

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0555

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

熊本県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0556

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0557

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0159

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0558

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0559

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0560

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0561

テ
キ
ス
ト
2

2011/05/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0160

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0562

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0563

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0564

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0565

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0161

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0566

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年２か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0567

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0568

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0569

テ
キ
ス
ト
2

2011/04/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0162

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0570

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0571

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0572

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0573

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0163

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0574

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

山梨県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0575

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0576

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0577

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0164

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0578

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0579

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0580

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、腕に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0581

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年８か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0165

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0582

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0583

テ
キ
ス
ト
2

2011/02/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0584

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0585

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0166

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0586

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0587

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0588

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0589

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0167

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0590

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0591

テ
キ
ス
ト
2

2011/01/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SJ-75M3JK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0592

テ
キ
ス
ト
2

2010/12/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0593

テ
キ
ス
ト
2

2010/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0168

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0594

テ
キ
ス
ト
2

2010/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0595

テ
キ
ス
ト
2

2010/11/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0596

テ
キ
ス
ト
2

2010/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0597

テ
キ
ス
ト
2

2010/11/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0169

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0598

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0599

テ
キ
ス
ト
2

2010/11/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0600

テ
キ
ス
ト
2

2010/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0601

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0170

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0602

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0603

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0604

テ
キ
ス
ト
2

2010/09/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0605

テ
キ
ス
ト
2

2010/09/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0171

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、首に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0606

テ
キ
ス
ト
2

2010/08/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0607

テ
キ
ス
ト
2

2010/08/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0608

テ
キ
ス
ト
2

2010/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0609

テ
キ
ス
ト
2

2010/08/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0172

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0610

テ
キ
ス
ト
2

2010/07/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0611

テ
キ
ス
ト
2

2010/07/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0612

テ
キ
ス
ト
2

2010/07/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0613

テ
キ
ス
ト
2

2010/06/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0173

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0614

テ
キ
ス
ト
2

2010/06/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0615

テ
キ
ス
ト
2

2010/06/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0616

テ
キ
ス
ト
2

2010/06/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0617

テ
キ
ス
ト
2

2010/05/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0174

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0618

テ
キ
ス
ト
2

2010/05/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0619

テ
キ
ス
ト
2

2010/05/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0620

テ
キ
ス
ト
2

2010/04/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0621

テ
キ
ス
ト
2

2010/04/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0175

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0622

テ
キ
ス
ト
2

2010/04/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0623

テ
キ
ス
ト
2

2010/03/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0624

テ
キ
ス
ト
2

2010/03/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0625

テ
キ
ス
ト
2

2010/02/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0176

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、手に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0626

テ
キ
ス
ト
2

2010/02/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0627

テ
キ
ス
ト
2

2010/02/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0628

テ
キ
ス
ト
2

2010/02/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0629

テ
キ
ス
ト
2

2010/02/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0177

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0630

テ
キ
ス
ト
2

2010/01/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0631

テ
キ
ス
ト
2

2010/01/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0632

テ
キ
ス
ト
2

2010/01/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0633

テ
キ
ス
ト
2

2010/01/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0178

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0634

テ
キ
ス
ト
2

2010/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0635

テ
キ
ス
ト
2

2009/12/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0636

テ
キ
ス
ト
2

2009/12/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0637

テ
キ
ス
ト
2

2009/11/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0179

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0638

テ
キ
ス
ト
2

2009/11/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0639

テ
キ
ス
ト
2

2009/11/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0640

テ
キ
ス
ト
2

2009/10/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0641

テ
キ
ス
ト
2

2009/10/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0180

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0642

テ
キ
ス
ト
2

2009/10/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0643

テ
キ
ス
ト
2

2009/08/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0644

テ
キ
ス
ト
2

2009/08/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0645

テ
キ
ス
ト
2

2009/07/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0181

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0646

テ
キ
ス
ト
2

2009/06/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0647

テ
キ
ス
ト
2

2009/06/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0648

テ
キ
ス
ト
2

2009/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0649

テ
キ
ス
ト
2

2009/06/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0182

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0650

テ
キ
ス
ト
2

2009/06/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0651

テ
キ
ス
ト
2

2009/05/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0652

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0653

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0183

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0654

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0655

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0656

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0657

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0184

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0658

テ
キ
ス
ト
2

2009/04/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0659

テ
キ
ス
ト
2

2009/02/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0660

テ
キ
ス
ト
2

2009/02/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0661

テ
キ
ス
ト
2

2009/02/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0185

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0662

テ
キ
ス
ト
2

2008/12/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0663

テ
キ
ス
ト
2

2008/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0664

テ
キ
ス
ト
2

2008/10/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約３年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0665

テ
キ
ス
ト
2

2008/10/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0186

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0666

テ
キ
ス
ト
2

2008/10/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0667

テ
キ
ス
ト
2

2008/09/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0668

テ
キ
ス
ト
2

2008/05/26

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0669

テ
キ
ス
ト
2

2008/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0187

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0670

テ
キ
ス
ト
2

2008/05/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0671

テ
キ
ス
ト
2

2008/04/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0672

テ
キ
ス
ト
2

2008/04/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約４年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0673

テ
キ
ス
ト
2

2008/02/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0188

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0674

テ
キ
ス
ト
2

2008/02/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0675

テ
キ
ス
ト
2

2008/02/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約４年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0676

テ
キ
ス
ト
2

2008/01/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0677

テ
キ
ス
ト
2

2008/01/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0189

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0678

テ
キ
ス
ト
2

2007/10/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0679

テ
キ
ス
ト
2

2007/07/18

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0680

テ
キ
ス
ト
2

2007/07/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0681

テ
キ
ス
ト
2

2006/01/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

茨城県

 洗面化粧台

SCU-75M3RK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0190

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0682

テ
キ
ス
ト
2

2005/12/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0683

テ
キ
ス
ト
2

2004/04/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

広島県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0684

テ
キ
ス
ト
2

2002/08/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

沖縄県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0685

テ
キ
ス
ト
2

2002/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0191

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0686

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0687

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0688

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0689

テ
キ
ス
ト
2

2004/06/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0192

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0690

テ
キ
ス
ト
2

2005/01/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

長崎県

 洗面化粧台

SHC-75M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0691

テ
キ
ス
ト
2

2006/04/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 洗面化粧台

SHC-75M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0692

テ
キ
ス
ト
2

2007/09/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

群馬県

 洗面化粧台

SHC-60M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0693

テ
キ
ス
ト
2

2008/08/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0193

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0694

テ
キ
ス
ト
2

2008/11/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約４年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0695

テ
キ
ス
ト
2

2009/03/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0696

テ
キ
ス
ト
2

2009/03/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0697

テ
キ
ス
ト
2

2010/09/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0194

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0698

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SHC-60MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0699

テ
キ
ス
ト
2

2010/10/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0700

テ
キ
ス
ト
2

2011/03/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0701

テ
キ
ス
ト
2

2012/02/16

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0195

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0702

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/17

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約８年６か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0703

テ
キ
ス
ト
2

2012/05/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0704

テ
キ
ス
ト
2

2012/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0705

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

香川県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0196

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0706

テ
キ
ス
ト
2

2013/10/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0707

テ
キ
ス
ト
2

2010/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0708

テ
キ
ス
ト
2

2014/04/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0709

テ
キ
ス
ト
2

2014/06/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0197

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0710

テ
キ
ス
ト
2

2014/07/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0711

テ
キ
ス
ト
2

2014/08/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0712

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0713

テ
キ
ス
ト
2

2014/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年７か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0198

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0714

テ
キ
ス
ト
2

2013/12/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0715

テ
キ
ス
ト
2

2015/04/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

栃木県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0716

テ
キ
ス
ト
2

2016/01/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0717

テ
キ
ス
ト
2

2016/06/22

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0199

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0718

テ
キ
ス
ト
2

2016/08/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

島根県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0719

テ
キ
ス
ト
2

2016/10/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0720

テ
キ
ス
ト
2

2016/12/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0721

テ
キ
ス
ト
2

2017/02/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0200

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0722

テ
キ
ス
ト
2

2017/02/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0723

テ
キ
ス
ト
2

2017/05/24

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１４年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0724

テ
キ
ス
ト
2

2017/07/04

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SHC-60M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年５か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0725

テ
キ
ス
ト
2

2017/08/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0201

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0726

テ
キ
ス
ト
2

2017/08/31

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0727

テ
キ
ス
ト
2

2017/11/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0728

テ
キ
ス
ト
2

2018/02/28

テ
キ
ス

（事故発生地）

福井県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0729

テ
キ
ス
ト
2

2018/08/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0202

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0730

テ
キ
ス
ト
2

2018/08/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

宮城県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0731

テ
キ
ス
ト
2

2018/10/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１４年１０か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0732

テ
キ
ス
ト
2

2018/12/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0733

テ
キ
ス
ト
2

2019/02/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１３年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0203

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0734

テ
キ
ス
ト
2

2018/12/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0735

テ
キ
ス
ト
2

2019/05/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

長野県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0736

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

青森県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0737

テ
キ
ス
ト
2

2019/08/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

千葉県

 洗面化粧台

SHC-75M

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0204

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0738

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/29

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0739

テ
キ
ス
ト
2

2019/11/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

岐阜県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0740

テ
キ
ス
ト
2

2019/12/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0741

テ
キ
ス
ト
2

2019/10/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0205

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0742

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛媛県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0743

テ
キ
ス
ト
2

2020/04/09

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0744

テ
キ
ス
ト
2

2020/04/30

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0745

テ
キ
ス
ト
2

2020/06/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

山口県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年９か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0206

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0746

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/23

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0747

テ
キ
ス
ト
2

2020/11/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0748

テ
キ
ス
ト
2

2020/12/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

奈良県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0749

テ
キ
ス
ト
2

2020/12/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0207

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0750

テ
キ
ス
ト
2

2021/01/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

鹿児島県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0751

テ
キ
ス
ト
2

2021/02/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 洗面化粧台

SCU-60M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１７年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、頭部に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0752

テ
キ
ス
ト
2

2021/03/14

テ
キ
ス

（事故発生地）

三重県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 軽傷 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0753

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

新潟県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１１年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0208

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0754

テ
キ
ス
ト
2

2021/05/12

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１６年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0755

テ
キ
ス
ト
2

2021/09/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0756

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0757

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

和歌山県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２２年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0209

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0758

テ
キ
ス
ト
2

2021/11/25

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0759

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

山梨県

 洗面化粧台

SHC-75MK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２０年

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0760

テ
キ
ス
ト
2

2021/12/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１９年１１か月

 
製造事業者

（受付:2022/05/11）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下
し、背中に軽傷を負った。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0858

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/03

テ
キ
ス

（事故発生地）

山形県

 洗面化粧台

SCU-75M2K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１５年

 
製造事業者

（受付:2022/06/02）

( A1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　04.家具・住宅用品

No. 0210

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、２０１６年２月９日付け
で新聞及びホームページに社告を掲載し、
さらに、２０２１年１１月３０日付けで新
聞に再社告を掲載し、無償で壁との固定部
分の改修を行っている。また、後継機種に
ついては、素材を耐薬品性の強いポリプロ
ピレン（ＰＰ）にするとともに、固定箇所
も４か所から５か所に増やしている。

 2022-0859

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/06

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 洗面化粧台

SCU-75M3PK

タカラスタンダード（株）

使用期間：約１８年

 
製造事業者

（受付:2022/06/02）

( A1 )( 製品破損 )

　洗面化粧台のキャビネットが落下し
た。

　当該製品は、荷重が集中する壁への取付部
が樹脂製で、素材（ポリスチレン）の耐薬品
性が低く、壁紙に含まれていた可塑剤（フタ
ル酸エステル）の当該製品への移行、製品自
体の荷重によるクリープ、振動による疲労、
酸化劣化等の複合要因が重なった結果、強度
低下を引き起こし、徐々に固定部が破損して
最終的に製品が脱落したものと考えられ、耐
久性に関する設計が不十分であったと推定さ
れる。

　製造事業者は、現時点での事故発生率及
び危害の程度が低いと判断し、既販品に対
する措置はとらないが、今後の事故発生状
況を注視し、必要に応じて対応することと
した。
　なお、後継機種については、素材を耐薬
品性の強いポリプロピレン（ＰＰ）にする
とともに、固定箇所も４か所から５か所に
増やしている。

 2022-0860

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 洗面化粧台

SCU-75M1K

タカラスタンダード（株）

使用期間：約２１年

 
製造事業者

（受付:2022/06/02）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　05.乗物・乗物用品

No. 0211

　自転車で走行中、部品が外れて壁に
ぶつかり、軽傷を負った。

　事故品は、部品メーカーが後部変速機を車
体に取り付ける部品の軸に使用する止め輪の
厚みを設計変更で薄くしたことで、製造時の
部品組付け時に止め輪が適切な位置に取り付
けられず、走行中に止め輪が脱落して変速機
が外れたものと推定される。

　輸入事業者は、２０２２年３月７日付け
ホームページで無償点検の告知を掲載し、
後部変速機の製造事業者（部品メーカー）
は、２０２２年６月１日から部品メーカー
のホームページで無償点検の公表を行う予
定である。

 2021-2972

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/21

テ
キ
ス

（事故発生地）

埼玉県

 自転車

ST-4EGHD66K

(株)エンドウ商事

使用期間：約１か月

 
輸入事業者

（受付:2022/03/09）

( A1 )( 軽傷 )

　自転車用ライトを上着のポケットに
入れていたところ、異音がして発煙
し、衣服が焼損した。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2020-1768

テ
キ
ス
ト
2

2020/12/11

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 自転車用ライト（ＬＥＤ、リ
チウムイオン電池式）

HL-EL051RC

(株)キャットアイ

使用期間：約１年

 
輸入事業者

（受付:2021/03/16）

( G3 )( 拡大被害 )

　自転車用ライトが破損し、飛散した
破片で目に軽傷を負った。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと推
定されるが、電池セルの焼損が著しく、異常
発熱した原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2021-3046

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/05

テ
キ
ス

（事故発生地）

岡山県

 自転車用ライト（ＬＥＤ、リ
チウムイオン電池式）

HL-EL051RC

(株)キャットアイ

使用期間：約２年

 
輸入事業者

（受付:2022/03/28）

( G3 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0212

　剪定ばさみのバネが外れ、手に裂傷
を負った。

　事故品は、繰り返し使用することで持ち手
からカバーが徐々にずれ、バネの両端を支持
できなくなってバネが外れたと推定される
が、事故発生までに修理が繰り返されてバネ
が紛失していること、製造事業者の協力が得
られなかったこと、事故発生時の詳細な状況
が不明であることから、原因は特定できな
かった。

　製造事業者の協力を得られず、措置はと
られなかった。
　なお、ＮＩＴＥは、引き続き同様の事故
発生状況に注視し、必要に応じて対応する
こととした。

 2020-1195

テ
キ
ス
ト
2

2020/10/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

徳島県

 はさみ（剪定用）

使用期間：約７か月

 
消費者センター

（受付:2020/12/01）

( G1 )( 軽傷 )

　ネット通販で購入したバッテリー
パック付近から出火し、周辺を焼損し
た。

　非純正品のバッテリーパックに、セル間の
電圧のアンバランスを検知する回路がない構
造であったため、過充電により異常発熱し、
焼損したものと推定される。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２０年１月
２３日付けのプレスリリースにより、非純
正バッテリーパックでの事故を紹介し、注
意喚起を行っている。

 2019-1781

テ
キ
ス
ト
2

2019/11/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、掃除機用）

不明

不明

使用期間：約１年９か月

 
消防機関

（受付:2019/12/10）

( A1 )( 拡大被害 )

　充電中の電動アシスト自転車用の
バッテリーパック付近から火花が出
て、発煙した。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-3047

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/27

テ
キ
ス

（事故発生地）

京都府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY450B02（BE-END636用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：約７年３か月

 
製造事業者

（受付:2022/03/28）

( A1 )( 製品破損 )

　保管していた未使用の電動アシスト
自転車用のバッテリーパックから発煙
し、焼損した。

　電池セル周辺の水分が抜けにくい構造で
あったため、滞留した水分が電池セルのカシ
メ部から浸入したことにより、内部短絡が生
じて異常発熱し、焼損したものと推定され
る。

　製造事業者は、２０２０年４月２１日付
けホームページ及び翌２２日付け新聞に社
告を掲載するとともに、販売先に書面及び
チラシ・ポスターで協力要請し、顧客名簿
より電話又はダイレクトメールで個別に連
絡し、バッテリーパックの無償交換を実施
している。

 2021-3048

テ
キ
ス
ト
2

2021/07/19

テ
キ
ス

（事故発生地）

神奈川県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動アシスト自転車
用）

NKY452B02（BE-ENDM634用）

パナソニック　サイクルテック
（株）

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/03/28）

( A1 )( 製品破損 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0213

　ネット通販で購入した電動工具用
バッテリーパックを初回充電中、異音
がして破裂し、周辺を焼損した。

　非純正品のバッテリーパックに、セル間の
電圧のアンバランスを検知する回路がない構
造であったため、過充電により異常発熱し、
焼損したものと推定される。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、事故防止のための
プレスリリースやホームページで同様の事
故事例を紹介し、注意喚起を行っている。

 2021-1155

テ
キ
ス
ト
2

2021/08/10

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

BL1860（互換品）

不明

使用期間：未使用

 
消防機関

（受付:2021/08/25）

( A1 )( 拡大被害 )

　ネット通販で購入した電動工具用
バッテリーパックを充電中、バッテ
リーパック付近から出火し、周辺を焼
損した。

　非純正品のバッテリーパックに、セル間の
電圧のアンバランスを検知する回路がない構
造であったため、過充電により異常発熱し、
焼損したものと推定される。

　輸入事業者が不明であるため、措置はと
れなかった。
　なお、ＮＩＴＥでは、２０２０年１月
２３日付けのプレスリリースにより、非純
正バッテリーパックでの事故を紹介し、注
意喚起を行っている。

 2022-0046

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

BL1860B（互換品）

不明

使用期間：約１１か月

 
消防機関

（受付:2022/04/14）

( A1 )( 拡大被害 )

　ネットオークションで購入した電動
工具用バッテリーパックを充電中、
バッテリーパック付近から出火し、周
辺を焼損した。

　バッテリーパックの電池セルが異常発熱
し、焼損したものと考えられるが、焼損が著
しく、詳細な使用状況等が不明であり、原因
の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2020-1065

テ
キ
ス
ト
2

2020/10/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

大阪府

 バッテリーパック（リチウム
イオン、電動工具用）

使用期間：約８か月

 
消防機関

（受付:2020/11/02）

( G1 )( 拡大被害 )

　自動車内で保管していたバッテリー
パックから火が出て、周辺を焼損し
た。

　電池セルが異常発熱して焼損したものと考
えられるが、詳細な使用状況等が不明であ
り、電池セルが異常発熱した原因の特定はで
きなかった。

　輸入事業者は、事故原因が不明であるた
め、措置はとらなかった。

 2022-0094

テ
キ
ス
ト
2

2022/01/08

テ
キ
ス

（事故発生地）

滋賀県

 バッテリーパック（リチウム
イオン、無線機用）

使用期間：約４年５か月

 
輸入事業者

（受付:2022/04/25）

( G1 )( 拡大被害 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　06.身のまわり品

No. 0214

　火災報知器に使用していた乾電池か
ら異音がし、破裂した。

　負極材料（亜鉛ゲル）の充填量にばらつき
等があったことで、電池セル６個のうち１個
が過放電状態となったため、ガスが発生して
破裂したものと推定される。＜事業者の見解
＞負極材料（亜鉛ゲル）の充填量にばらつき
等があったことで、電池セル６個のうち１個
が過放電状態となり、更に継続使用されたこ
とで過放電状態のセルが充電されたため、ガ
スが発生して破裂したものと推定される。使
用推奨期限を過ぎて使用したことによる使い
方にも事故発生に影響があったものと考えら
れる。（事故原因区分：Ｂ２）

　輸入事業者は、拡大被害に至っていない
ことから、既販品に対する措置はとらな
かった。
　なお、当該製品は既に販売を終了してい
る。

 2019-0632

テ
キ
ス
ト
2

2019/06/07

テ
キ
ス

（事故発生地）

東京都

 乾電池（アルカリ９Ｖ形）

D＆S スーパーアルカリ乾電池 
9V形

（株）大創産業

使用期間：約１年６か月

 
消費者センター

（受付:2019/07/03）

( A2 )( 製品破損 )

　ネット通販で購入した喫煙器具を充
電中、喫煙器具から出火し、周辺を焼
損した。

　リチウムイオン電池セルが異常発熱して焼
損したものと考えられるが、電池セルの焼損
が著しく、詳細な使用状況等が不明であり、
原因の特定はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2022-0045

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/15

テ
キ
ス

（事故発生地）

静岡県

 喫煙器具（充電式、たばこ
カートリッジ加熱式）

使用期間：約４年１か月

 
消防機関

（受付:2022/04/14）

( G1 )( 拡大被害 )

　靴の中底が変形していた。 　事故品は、中底のかかとから土踏まず部分
にかけて取り付けられた補強金属板の位置が
不適切であったことから、中底の強度が不足
し、着用時の負荷等で変形したものと推定さ
れる。

　ブランド事業者は、２０２２年４月１２
日付けで、ホームページに社告を掲載し、
製品の回収及び返金を実施している。ま
た、製造における品質管理体制の見直しを
検討している。

 2022-0065

テ
キ
ス
ト
2

0000/00/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 靴（ミュール）

131-2193004

（株）アンダーグロリー

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2022/04/19）

( A1 )( 被害なし )

　革靴を履いていたところ、接触部分
に皮膚炎を発症した。

　被害者は、事故品から検出された皮革用接
着剤に含まれるフェノール系物質でのパッチ
テストで陽性反応を示したことから、当該物
質との接触によってアレルギー性接触皮膚炎
を発症したものと推定される。

　輸入事業者は、個人の感受性によるもの
とみられる事故であるため、措置は取らな
かった。

 2021-1268

テ
キ
ス
ト
2

2020/09/02

テ
キ
ス

（事故発生地）

愛知県

 靴（革靴、男性用）

使用期間：１回

 
医療機関

（受付:2021/09/14）

( F2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　07.保健衛生用品

No. 0215

　眼鏡を使用したところ、先セルの接
触部分に皮膚炎を発症した。

　被害者は、事故品の先セルによるパッチテ
ストで陽性反応を示したことから、当該部に
含まれる成分により皮膚炎を発症したものと
考えられるが、当該部から検出された物質に
よるパッチテストが実施できず、原因の特定
はできなかった。

　製造事業者等が不明であるため、措置は
とれなかった。

 2019-1874

テ
キ
ス
ト
2

2019/06/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 眼鏡（フレーム）

使用期間：不　明

 
医療機関

（受付:2019/12/23）

( G1 )( 軽傷 )

　眼鏡を使用したところ、先セルの接
触部分に皮膚炎を発症した。

　被害者は、事故品の先セル及びニッケルに
よるパッチテストで陽性反応を示したことか
ら、当該部に含まれる成分により皮膚炎を発
症したものと考えられるが、先セル樹脂に
ニッケルは含有されておらず、外部から先セ
ルにニッケルが付着する経路も不明であるた
め、原因の特定はできなかった。

　輸入事業者は、眼鏡フレームの金属芯に
対するニッケル含有について、国内規制は
ないものの、現在ニッケルを含まないステ
ンレスへの切替えを進めている。

 2019-1875

テ
キ
ス
ト
2

2019/07/00

テ
キ
ス

（事故発生地）

北海道

 眼鏡（フレーム）

使用期間：約６か月

 
医療機関

（受付:2019/12/23）

( G1 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　08.レジャー用品

No. 0216

　ゴルフクラブを使用中、グリップ部
でシャフトが折れ、指に軽傷を負っ
た。

　事故品は、破断部の座屈が通常の使用では
生じない方向であることから、事故発生以前
に受けた異常な力によってシャフトに座屈が
生じ、座屈がゴムで被覆されたグリップ内部
であったため被害者が気づかずにスイング
し、座屈部に応力集中して破断に至ったもの
と考えられ、製品に起因しない事故と推定さ
れる。

　製造事業者は、製品に起因しない事故で
あるため措置しなかった。

 2022-0788

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/20

テ
キ
ス

（事故発生地）

福岡県

 ゴルフクラブ

使用期間：不　明

 
製造事業者

（受付:2022/05/19）

( F2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　09.乳幼児用品

No. 0217

　電車内で乳母車のタイヤが破裂し
て、乗客が軽傷を負った。

　被害者（使用者）が、自転車店のエアコン
プレッサー（吐出圧力８００ｋＰａ）で事故
品のタイヤ（指定内圧１９５ｋＰａ）に空気
を補充する際、空気の入る音が聞こえなくな
るまで入れたため内圧が指定圧力の約４倍と
なり、強化樹脂製リムが内圧に耐えきれずに
破損し、生じた隙間から内部のチューブが飛
び出して破裂したと推定される。

　輸入事業者は、空気を入れる際の注意事
項として、「エアコンプレッサーを使用す
ると過度に空気が入り、タイヤが破裂した
り重症を負ったりする可能性がある。」旨
の警告表示を取扱説明書へ追加した。

 2022-0763

テ
キ
ス
ト
2

2022/04/13

テ
キ
ス

（事故発生地）

兵庫県

 乳母車（折り畳み式）

使用期間：約３年

 
警察機関

（受付:2022/05/11）

( E2 )( 軽傷 )



管 理 番 号
事 故 発 生 年 月 日 品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置

情 報 通 知 者
受 付 年 月 日

製品区分：　10.繊維製品

No. 0218

　カーディガンのボタンのツメ部分が
露出していた。

　事故品は、製造工程でスナップボタンが正
しくかしめられていなかったこと、検品過程
で当該不良箇所を見落としたことにより、ス
ナップボタンのツメ部分が生地表面に露出し
たものと推定される。

　販売事業者は、２０２２年３月１１日付
けで、ホームページに社告を掲載し、購入
された製品の品質確認を実施している。ま
た、製造における品質管理体制の見直しを
予定している。

 2021-3021

テ
キ
ス
ト
2

2022/03/01

テ
キ
ス

（事故発生地）

不明

 衣類（カーディガン、女性
用）

166-2175151

モリリン（株）

使用期間：不　明

 
販売事業者

（受付:2022/03/23）

( A3 )( 製品破損 )


